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拉近の†言用余偉は､仝凶ベーースの共】i了jオンラインシステムを椛築して丘jリ,人斗

の余席が加人Lつつある｡･方,イL書用紙今は束京地区の共ト】オンラインセンターの

稼動がj正々子起されている｡二のようにイ‾i川Jl‡樟,イ‾こJ‾†‾】組合の共同オンライン化の

方rF】jにもかかわらず,HITAC8150システムを単独噂人し利用するユーーサーも近牛

徐々に哨加している｡そこで,二の叶伽の要凶の分析と今後の‾北｢iiJオンライン別梢

払_を卜の自首バッチの小三り方を分析Lながら,硯七三HITAC8150日Jに開発を進めて

いる経常管理資料作成を指向したアプリケーション･パソナーージの概要について述

/ヾる｡⊃

n 緒 言

中小企業Ih=ナ専門金融機関である州立鎖イ+二,イ言鞘令嘩,†i言

開組合,及び労働金棒に対Lて,HITAC8150が偉人されて

いる｡

本稿では,歴射】てJにも,性朽｢小二も懲仰､した山が多い†1川]

1モ時とイ言用組合(以1､1イ言1モ･イ‾.i組と略す)で､その‾何食巌が

150億｢11前後のものを対象範榊とする｡,

イ言丸 イ‾i三組の本不知てJなコンビュ【タ利ノーJの開始は,昭利39

年ごろより始まl),一呪小三その利円形態は,‖′営オンライン,

Jし同オンライン,【ご1首バッチ,委託などの多l岐にわた/ノて才;

り,HITAC 8150は,臼ノ汀オンライン指l｢りグ)ユーーサーや,共

】J】オンライン参加ユーザーーに対L,l]常バッチとLて利用さ

れてしゝる｡

イ‾i言分･†巨言組は,そのはとんどが機械化段溌の効率化の点か

ら,共同オンライン利用形態の方向にある｡今後,共1‾i+オン

ライン化が浸透Lていわく過柑で,f-1甘バッチ1モ満山システムに

も,従火の一巨昌二の処理から質の処理へと桔械的な刊1t-jへの対応

策が要求されてお-),ますます装荷推進f六動ノ之び瞳打存サービ

スに役立二つ金融システムの開発が急務となノつてきている｡

そこで,経済的なHITIAC8150の利川による経常管理,顧

客管ユ嬰への機寸戒化の方向を分析し､今後の情報の多ノ亡化に対

J心できるデーータベースを利哨したパ･ソケrジの概要について

述べる｡

8 信金･信組の特性

2,l 制度上の特性

昭和43年6円より,相打銀行も含めてイ三食･イ言祉1は,小′ト

介:業に対し令融専門機関としての性格を明確にするとともに,

量的にも質的にも良好な資余の安定な供給をr¥1る専門機関と

して制度化された(つ 信金･信組と一浩通銀行ほl;市銀行,地方

銀行)など他の民間金融機関との主な相違点は.普通銀行

などが株式会社組織であるのに対し,イ言金･仁組は協同組合

組織になっており,その融資対象は牧則として中′ト企業及び

個人の出資一斉に限定している｡その他の相違一て‡としては,そ

の構成員を中小企業などに限定するため,営業地J或を規定し

ている点である｡

*｢-】､土製作一昨ソフトウェア‾r二楊

小倉康正* りダT`rd陥･メ`′W5d
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2.2 共同オンライン化の浸透

イ丁子1号･†言組.の北同寸ンライン化は,そのl淵;匝】休である全

円イー.川J令樺適■†十全,及び仝匡け訓ゴ視でナ辿†ナ会がL-トL､となり,

H本`屯イ丁子電[講公什血営力▲J(による共ドiJオンライン センターー

(以‾卜,jtいJセンタ【と略す)が各地tメニに設+ンニされ,謹■fLくは

Il完三されている｡

イ言1モでは,仝匝】11地区の共同センターーーが昭和46年4Hより

吋主情スタートし､現在7地区が稼動している｡その加盟金庫

は_呪在約30%で,将米65%柑度にJl川口の見込みである｡

一ノJ,†三組でも同様に,昭和53句て6才一｡より東京都ナi_川J組でナ

協会による≠ヒ同センターが稼動する子三右である｡

2.3 信金･信組の機械化対象業務

仁令･仁i組の機械化対敏業務は,表lに示すように預令系

兼務,為梓系菜摘､融資系業務,放び本部系業務に人別され,

他の1号舶機関と比べて対象業務及び業務内容に大きな州道は

見られない｡

これらの業務のうち,一肘司センターー一によるオンライン対象

業務は,機関(仁il号･イ三組)放び各地区の移行時期や兆況など

により異なり明確ではない｡先進地区である関束地区では,

イ‾iil‡は本部系業務を除く全業務を対象範囲としてし､るグ)に対

L,イ言紺ては一刑余系業務だけを対教範巨目とLて計画されてい

る｡

田 HITAC8150ユーザーの機械化状況

本章では,今後のHITAC 8150令融システムの方向を分析

するために,HITAC 8150ユーザーの機械化二伏亨兄を概略l`小二

述べる｡

(1)機械化対象業務の範帥

共同センターの対象業稗の亡夫砥が各地区によって異なるこ

と,また,官業店舗の経営効率をみた場合,当初より全店舗

力‖入を差し控える機関もあるなどの理由により,HITAC 8150

による対象業務の範岡は,表1の全業務を対象とするユーザ

【から,共向オンライン対象外業務に限志しているユーザーーー

まで様々である｡共同センターに加入しているイ吉舎のHITAC

8150による対象業務の範困は,図1にホすように共同オンラ
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表l信金･信組の機械化対象業務 信金･信組の機械化対象業務

と･共同オンラインセンターの対象業務を一覧表にまとめたものであるh

関東地区共同オンライン対象

信 金 イ言 組

業務系列 業務内容

(l)当座預金

(Z)普通預金

預金系業務J(3)定期預金
ト

(4)定

(5)そ

為替系業務 国

=)

(2)

融資系業務

+菜
4. 本部系業務

期積金

の 他

内為替

盲砧㌃ト
手形貸付l

証書貸付l l

そ の 他

‾‾† ‾

日計総勘定l

r2)出資配当金

(3)人事給与

(4)そ の 他

全業務

(昭46/4稼動)

(昭51ハ0稼動)

全業務

(昭54/10予定)

当座預金を除く

全業務

(日召53.′′6予定)

未 定

未 定

共 同 オ ン ラ イ ン 対 象業務

共
同
転
ン
タ
!
加
盟
億
用
藩
巌

全店舗加入

新規･満期支払データ

磁気ディスク

装 置

定期積金マスタファイル

石義気

テー7Q装置

顧客マスタファイル

インシステムと相互袖完的役1判を果たLている｡

(2)システム構成上の特徴

妓近は,パンチ+‾二数の削減とターンアラウント方式による

計算機1ミ報告事務の省力化のために,入力装置として光学文

′i;二読収装置を接続する傾向がみられる｡

また,ほとんどが外部記憶装置として磁気テープ裳苛も接

続し,情報の蓄積,ファイルのバックアップ,共同センター

との磁こ1もテープによるデータ交検に利用している｡

図2は定期積金システムのタMンアラウンドノブJ(の例と,

HITAC 8150システム構成を図上(化してホLたものである｡

8 自営による金融システムの方向

前述のように共同センターグ)利川は浸透しつつあるが,臼

′削二よるHITAC 81501フ油虫システムは次の∴つのシステムの

‾方J‾rりを目指している｡

(1)j〔何インライン対象外業務の機械化システム

従来のバッチ処理の範岡で,各業務の省ソJ化と内部情報に

よる経常符群への北礎資料の作成を行なうものである｡

(2)経甘節王軋 顧客管理う守料作成を指向したシステム

(1)はオペレーショナルな日常菜務に漑右したシステムであ

るが,(2)は外部1満車昆の活用とデータベ【スの構築及び利用を

HITAC8150による金融システムの対象業務

一部オンライン
婁 葬 対 象

テープ読取横

ラインフロリンク

融資系業務･本部系業務

上記業務とオンライン対象外業務

全 業 務

新規申込書

満期支払伝票

マーク･シートリーグ

区= HITAC引50による金融

システムの対象業務の範匪l

現信金ユーザーのオンライン対象業務

とHITAC 引50によるパッチ対象業務

との関連を示したものである｡

==‖=■t=t====‖==り′㌧

<=………==‖=t■川=‖==■■l■■l■==l■■■t■暮=

2回目以降の入金データ

担当者別

期日管理表

満期支払伝票

入金シート

･> 満期御案内書

営 業 店

A
…
…
…
…
…
…
…
…
≡

顧 客

(2回目以降の掛込伝票)

図2 HITAC8150による定期積金システムのターンアラウンド方式の例 システム構成は,昭

和52年5月に納入Lた信用組合のものを引用Lている｡
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ABKのねらい ● 内 部 事 務 処 理 の 省 力 効 果 経営体質の強化,顧客サービスの充実

普通預金システム

爾
∵
全
シ

ス
テ
ム

融
漆
只
シ

ス

テ
ム

本
部
業
務
シ

ス
テ
ム

定期積金システム

定期預金システム

割引手形システム

手形貸付システム

証書貸付システム

出資配当金システム

日計総勘定システム

人事給与システム

減価償却システム

他

◆

共

同

オ

ン

ラ

イ

ン

シ

ス

テ

ム

受授のタ一テ

名寄せシステム

(第一次ABK)

図3 Application packaged system for Ba=Ki=g(ABK)の体系 第二次ABKは,磯能の拡大を目指

Lている｡

i-き‾ii砧とし,絞首仲子‾干法を利用Lて管理官き利一作成を指向した

システムである｡共同センターによるオンライン化が進むと,

1′憎･の金舶システムは顧芥管理/ぇび経営乍押印iの売文,並び

に経営戦略面に/役､ンニつ甜空な情事f之の提供が要求されてくる｡

そこで,次章以下に既に開発i芹みの1ラ佃虫機関iハ=ナ標唯アプ

リケ】ション パ､ソケ【ジの拡允について.論述するく,

同 金融機関向け標準アプリケーション パッケージ

5.1 標準パッケージの有効利用

本章では,要求される令融システムに対んbする了畔決策とL

て,HITAC8150導入ユMサーに提供Lている杖準アプリケ

ーション パ､ソケージ〔Application packaged system for

BanKing(以下,ABKと略称)〕につし､て述べる(図3)｡

AI∋Kは少ない要員で,多業務を和則旧】で機1滅化し,HITAC

8150グ)や人効果を早期に達成できるように開発した金融機関

向けバッケuジである｡各業務について,システムfl

ステム設計汚,Ⅰ/0(Input/Output)設計吉,コード体系など〕,

プログラム仕様詰,運用仕様再(事務収扱い要領)及び仰守仕

様書を無侶で提供し,ユーーサーの業務機械化に有効に利川さ

れている｡

5.2 ABK開発に当たっての考慮点

(1)ABKの対象業務

共同センタ】1に全店舗加入の場合はオンライン対象外業務

であり, 増β店舗加人の場†ナは,事務省ノJ化のり-i創i別格差解

消のために,オンライン対象業務も含まれる｡

(2)Jし｢司センターとの惣†㌢

ABKのコーード体系は,共向センタ【のJ先行コード体系(糾

1モ系)に叩主じて‡i拝コrドを設計しており,システムトのヤたで㌣を

即応Lている｡

(3)新吉せを自榊立とする〔つ

ぃ資ポーの乍1;里1与を充実するために,顧ネコーードは打i倉系,融

溌系の各業二彷と,本部系の.【†1詐配当金業務について何 一コー

ドを接用している〔つ 史に,家族,役職員などの侠=坐帖軸を管

J二l巨すること,すなわち軒先符坤の充実を担1るようにIf脚立して

いる(〕

5.3 ABKの主機能

(1)′洋装店事務の削減,報一言,｢i上川り戊事務の省プJ化

走其馴生⊥節会,融溌∴科目については新規ヰi務を除く入′1モ仁ミ

票はHITAC8150で作成し､軒卜目=別伝持分は, 一打批件†ヱ三禁

を作J戊して事頗員の削減を図っている｡

また,元帳記帳事務の省力化のためにできる限り元帳の廃

_止二を実施Lている｡
作業能率【Fi】上のために印_当薪別の科目別期Ⅰ一絹甥表を作成

L,かつ担当者別の誰某績表も作戊Lている｡月末,期末の

月次拙策事務,諸統計作成事務の省力化を徹底し,繁忙臼の

､l工畔化を【』っている｡

(2)経営背理へク)鵜礎資料作成

日計総勘延システムをベースとして,二jニ実算対比,祁屯経

営分析指標を計上した原壬‾守実績表により,口々の経営管理の

J占礎資料に子辻+ンニてている｡
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(3)顧寄名1寄せ資料の作成

一名寄せにより顧客先1茸H伯,榊Ll責1‡明細表を作成すること
によ り 資料,抑.保管埋,名岩手せグ)城跡!〈iナナに他用できる

二れら(1ト(3)の現在riH発哨みの主機能のはかに,ABKは

図3にホすように,新たに第 二次システムとLて機能を船人

した金融システムを確二i二仁する.こ.上記のAIiK(第･次)による

金融システムは,事務の省ブJ化を巨目標として構築してきた

が,今後更に,上記(2),(3)の機能を長引札 拡充して糸絹･flこ官i

の強化及び顧存サービスの充実を目標とした余舶システム/-＼

の指JJりが要求されているこ+そこで,次章に経営管月り女び麒器

管理の祐二リガを中心とLたABK(第∴次)について述べる｡.

田 経営管理及び顧客管理システム充実への指向

6.1第二次ABKに要求される諸条件

(1)デ】夕べースの機能を持っていること｡

情報の一一ソ亡化を必要とするため,データベ【スの構築と利

用のシステムを前提とするしJ

(2)て根本的‾な科学技術計筈㌢一法を持っていること.｡

枇引光特性などの帖報を解析,予測するために什判一支術計

貸手法のサボー川トが要求される｡

(3)閑介せ機能を持一ンていること｡

迅速な資料の照会を必要とし,かつ利絹布か古銭に検召′壬条

件を指ホできるために問合せ端末をサポートLていることが

望ましい｡

6.2 経営管理システムへの展開

HITAC8150の経営符埋システムへの展開は､【J計総勘;ヒ

〔入力情報〕

財務情報

〔出力情報〕

財務諸表

ヽ-

一一■■

財務分析資料

A

コ耳

計

サ

ブ:

シ

ス

務

財

＼

▲一一一一

ム

予 利サ

分 析

l

サ

〔入力情報〕

予算目標値情報

20

システムを一ヾ‥スとLて拡大する方法をとっている｡日計総

仙1亡システムをベースとし_たJ埋Fllは,

(1)綿ノさ三竹雌システムに仙鞘するデータは,主に勘立科臼の

架糾された帖幸艮である｡

(2J対顔分什一法とLて既に標呼イ内分析‾手法がある()

(3)デーータ収集の柁舘が比較自勺安価である｡

などであり,システムを開発する道具_､ソニてが整備されている

などの坪山により,線描的なシステムグ)填開か叶能である｡

二の効一難とLてぃ湖別グ)経常主要指標が設定でき,利益管理

か1け能とち･る.｢

6.3 経営管理システムの概要

維′削弓二理システムは､維′削古剖の姓墳墓である営業仏の括刺

北枕を止碓に把恥するととい二,予算統制枚

.刑曲の攻料†1-i成を目的としている｡

【は▼総勘う立システムによ√ンて苔相される柑務情報,一子号川手

軌 糾l湖の才州三伯報などによりデータベ一子を構築する〔､

綿ノ片付鞘システムは,柑頗会計,分析,放び戸洲のサブシ

ステムかL▲)成る(図4二).二

(1)阜け務台.汁サブシステム

【川∵総拗1上システムにより苗枯されたテ∴タをJ山二して,

l号川■`よ=桁去,寸jも益.汁壬㌫一上壬二なと頂オ楕諸表の作成ノ之び財務分析を

行なう､= 肘傍分析での叶跨指標†山ま,

(a)佼1消J係比呼とLて,似貸や,臼+攻本比ヰく,･人当

たり抑1モJlj二などt,

(b)才ま与ふ妄旧係比ヰくとして,経瑞収支率,緒済利益率,当期

別名左ヰてなど｡

〔出力博幸郎

時系列予測資料

ム

ム

テ

/

ス

ス

＼ 〔出力情輯1

予算･実績差異分析資料

業績評価資料

他信用金庫･信用組合との

業績比較削キ

時系列分析資料

図4 経営管理システムの構成

システムを構成する機能別サブシステ

ムの関連と主要入出力情妻板とを図式化

Lて示Lたものである｡
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(C)連ノーr一川J回I),J京価率とLて,1葦｢tl食利川り､泊1‡利1=j

I),横合J京価ヰなど｡

の計算を行なう｡

(2)分析サブシステム

蓄積された財務情報を兆にしての時系列分析,ナノ打と某紙

との差異分析,各常業Jiliの業者舶一帥栢放び他機関との比較分析

を行なう｡

時系列分析は,過去から現存までどのように椎棺してきた

かをホすものであり,分析項目は行勘定科【+,ノ之び財接指標

伯である｡

予算･実績分析は,期‾打に決起された子符に対Lて,各月

+ミ,i明末での達成度を見るものであり,終ノJ木崎での月ネこ残,

月中叶佃覧での予算の達成ヰり之び一千許･一夫紙差納の分析を行

なう〔つ

業績評価は,経甘目標により子沖価展準を設延L,常‾栄枯動

を評価するものであI),評価鵜当仁は,経営目標によりその唄

目やウエート付けは異なるが,例えば,

(a)‡員益成績として,預令経費率,経費率改=‾き子度など｡

(b)預金成績として,目標一平均残高達成ヰく,脚力‖やなど｡

(c)貸出金成績として､臼標頂貸ヰく達成†空,貸出金滞率など｡

などである｡

他信金･信組との比較分析は,公報などにより,全回平均,

県平均などの情報を入力し,預金量,財務指標他の比較分析

を行なう｡

(3)予i則サブシステム

蓄桔された過去グ)情報を二枯にして,各勘定1斗日の時系列干

さ則を行なう｡子i則手法としては,移動i戸上壬+法,連環比率法役
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図5 顧客取引状況問合せ画

面例 ティスプレイ端末A-引3VDT

(Vldeo Data Terl¶inaりにより,顧客

取引状況の問合せを行なった例を

示す｡

び姑小 ‾‾_乗法を帽いる｡

6,4 雇頁客管理システムの概要

顧茶符メI巨システムは,狭地域･高密腔の渉外活動から和ら

れた櫛紆l苗幸経と軌セ､融資などの諸般引情報とを有効にi■I川

して,企業の某拭を分析し,内部｢l(Jには安食連用の効率化を

1､基lリ,外部rr小二は顧客への金融サービスの充実を｢川勺として,

次のような管fl‾巨機能が安J托される｡

(1)抒互貸状丁妃管理

所1モ老促.子斐の立場より,偵務名の瀬1モ付保.洞_杏に関する-さ行

純一芹i-】一川三成二･Jt務が議三務付けられている｡故に,実印｢i+一一利`Jj;二

関係人(世イ汀主に対する1家族横丁戊員など)の軒1モまでが,その

調奄の範囲にノ女んでいるため,歩桁山建管理事頗作‾洪の叫加

を招いている｡〕･ノ∴ ㊧限度,㊥限度,イ1三相仰i址限腔などの

顧客単位の管理や,員外jニどi令,員外貸付(イ言令の仙人ローン

など)の限性の背理が州加している｡これらに対処するため

には,顧客中位の収引状況の総合的な管理を実施することが

急務である｡

(2)地区背理

都遥拝梢与,市l互町村などの外部情報(地区内の人口数,世

帯数,車某所数など)を上牧り人れて,内部情報(地区内の1杖り】

先顧客数､事業I叶数など)を組み合わせ地区別収引状i兄表を

作戌し,店同運動を強力に抑進することを目的としたもので

ある｡

また,地区別の顧客パ有率を何パーセントにおくか,‾白描を

1‡を幾らに目標とするかなどが設定できることにより,従来

の予算編成に比べ,精度の高い桔み上げ方式の予算編成体制

が採用できる｡
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地域･業域情報

偽金融機関情報

監㌫｢
(大蔵大臣又は知郵

その他の顧客

仁

注:[:コは情報を示すっ

事業･業務報告

顧客サービス情報

出資配当金情報

預 金 情 報

融 資 情 報

外部情 報

経営管王里情報

顧客管理情報

顧 客 情 報

E]

オンライン端末

口座振替契約企業

各種公共料金システム

給与システム

生命保険システムなど

本部業務情報

取 引 情 報

自営パッチシステム

経営効率の向上

顧客サービスの充実

オンライン対象外業務

の 省 力 化

自動振替情報

自動拓替情報

(共同センター間係)

図6 信金･信組システムの情報関連図 主要関連部門と情報の関係につし､て概略図を示す｡

(3)顧盲財務分析管】理

融資審査時の稟議添付資料の財務情報を利用し,顧客の時

系列的な財務分析などを行なうことにより,貸付係,持古先

係に対し,経営和談,税務和談のための資料の提供ができる

ことになり,顧客サービス充実が一宮けLる｡

また,個々の顧客財務分析を柿み上げて,業柾別,資本分

別などの総合的な分析資料を作成することにより,より経書普

率の′トさい業種の開拓など,業務拡大の有効な資料として利

用できる｡

以上のような要求を湛にHITAC 8150の顧零管押システム

は,オンラインによる共l司センタM対象業務である榊金シス

テム及び融資システムから,磁気テ【プを介して収得した取

引情報と,一方,バッチ処理業務である出資配当食システム,

才旦保管理システムなどからの顧客情報を名寄せLて蓄積され

る各稚内部情報,及び融資審査時に人手される顧客財務情報

などの外部情報によリデータベースを構築L,預貸管理サブ

システム,取引状音兄分析サブシステム放び財務分析サブシス

テムにより,

(a)歩横面建報告資料

(b)業務推進の基礎資料

(c)顧客サ【ビスの其礎資料

などの提供を行なう｡

その一例を示すと,図5はディスプレイ端末により顧客1托

引状況の問合せを行なった画面である｡この間合せシステム

は科目別残高合計,貸出明細､及び預積金明細の3桂頬の問

合せを目的としている｡

(1)画面1はガイダンスであり,二こで店番,顧客コードを

入力し,画面表示の出力形式の指示を行なう｡

(2)画面2は科目別残高合計の出力形式である｡

(3)画面3は貸出金の取引明細の出力形式である｡
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(4)画由‾f4は頼積令の取引明細の出力形式である｡

第∴次ABKは,経営管稚システムと顧客管理システムを

‾‾‾_イこの帖とLている｡

｢11骨バッチによる顧客管理システムに人力される内部情報

の人半がjt同センターを経巾するため､顧客名寄せの方式,

データ交摸の‾ノブ式などに課題が残されている｡

Lかし,イ‾l_言合の束i毎地区共同センターが,瑚▲行顧苓コード

体系に7丁ミリ｢コードの付加を計画中であり,また,東京

地区の共ロゴセンターはその利用ユ】サーからの要求もあり,

磁1(テーープ袈配イiiシステムの構築を計画中であるため,共同

センターと自首バッチシステムとの整でナ上の課題は解決に向

かいつつある｡

以上,述べてきたABKの機能を明確にするために,図6

に†三条･イ三組システムの情報関連図を示す｡

l】 結 言

金融システムが儒一に目標としているのは,事務コストのijl

‾‾卜げと経営効率向上に有効な資料の作成であり,同時に顧客

サービスに布効な方法,手段を具体化していくことである｡

仁言令･イi_i組が他金融機関との俊位性を維持,拡大していく

ために,地区,顧客先に密着している利点を今後もますます

有効利用し,独自の経済指標で,地域,業域及び顧客先の諸

柑′性を分析した個々の特徴ある金融システムを開発する時期

にある｡本稿は,共同オンライン化とぅド行して推進すべき信

1‡･す三組のR′削二よる金融システムの方向を示し,それに対

処するための標畔アプリケーション パッケージABKについ

て述べたが,今後二れを泊用した実績をJ封二,HITAC8150

令融システムの確立を期したい｡

終わりに,ABKの拡充に対して御指き藷,御協力をいただ

いたユーザー各位に対し深謝の意を表わす次第である｡




